
GOLD MOTHER

内部 ストームシップの指令デッキ。 — 
は震える乗組員の上にそびえ立ち、Gold Mother 

点滅する宝石が埋め込まれた砂漠の地図を見下ろしている。
その声には毒と威厳が混ざっている。

GOLD MOTHER

この愚かな、砂を嗅ぎ回るブヨどもめ…
私はお前たちを送り出して蛍を捕まえてこいと言ったのに、
戻ってきたのは影ばかりだ！
砂漠の半分を飛び越えておきながら、
まるで盲目のように飛んでいる——
まるでお前たちの血に流れる金が
霧に変わってしまったかのようだ！

自分たちを海賊だと思っているのか？
哀れなものだ。
お前たちは、肉を引き裂く方法を
忘れてしまったハゲタカだ！

私がこの空の玉座に座っているのは
景色を楽しむためだとでも思っているのか？！
私はこの帝国を
錆と雷から築き上げたのだ！

この船のすべてのボルトは
私 に従う！ 
お前たちが見つける宝石は
すべて 私 のものだ！  
私の玉座が飲み込むのは
言い訳ではなく、恐怖だ！

私の宝石はどこだ？！
あの結晶の怪物の肌のように
輝くやつだ！

私は を欲している！ Jewel-Skinned Man 
欠片も、きらめきも、すべてだ！
私は 所有したときに叫ぶ美 を  
手に入れたいのだ！

もしこの世界の雲を焼き払い、
その下の砂をガラスに変えなければ
ならないとしても……
私はやる。

飛べ。
もっと速く飛べ。
もっと賢く飛べ。

さもなければ、
お前たちの骨を時計の歯車に変えて、



この船は私自身が操縦する。
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